
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予
算
額

前年度繰越

-590 -590 -590 -590

40,590 40,590 40,590 40,590

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

引き続き事業を実施して、分散して生産される間伐材の需給の大量大型化を図り、安定した需要に結びつけることにより、間伐材流通の
安定を確保し、間伐を促進する。また、森林整備の推進のために必要となる優良苗木の確保を図る。

目標に対
する成果
の状況

資金を県森連に貸し付けて間伐材等の流通の安定を確保することにより、間伐の促進が図られ、目標とする素材生産量の達成に寄与し
た。

 概算事業費（B（A）+C） 40,826 40,826 40,826 40,000

826 826

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

Aの
財源

40,000 40,000

概　算
人件費

0.10 0.10 0.10

826

40,000 40,000 40,000

0

40,000 40,000 40,000

合計（A) 40,000 40,000
437千㎥

26年度 27年度

当初予算 40,000

補正予算

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績
H26 H27

（当初） （決算） （当初）

貸付事業及び債権管理 直接
県森連に対する木材等購入代金の貸し付け
 ・貸付：森林整備等促進資金貸借契約書による
 ・利率：農林中央金庫短期プライムレートによる

40,000 40,000 40,000

県が関与
する理由

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

県森連による中間買い取りは、県全体で分散して生産される木材等の需給の大量大型化を図る
ために必要なシステムであり、県森連の立替額の負担を軽減するために県で実施する。

課・室 信州の木活用課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail ringyo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
１-４　森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

県民との協働による実施： 検討中

40,000

間伐材や苗木の流通を円滑化するための資金を貸し付けることにより、森林整備の促進を図る。
目標：平成32年度　素材生産量　75万㎥

○長野県森林組合連合会（以下県森連という。）は、間伐材等の取引代金が生産者に支払われるまでの期間（４カ月間）に、生産者の資
金繰りが逼迫することを避け、また価格体系を安定させるため、生産者と需要者の中間で木材を一旦買いとり、生産者への早期の支払い
を行っている。県は、県森連に対し資金を貸し付け、県森連の負担軽減を図っている。

成果目標の達成状況

項目

素材生産量

事業番号 09 02 09 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 森林整備等促進資金貸付金 担
当
課

部局 林務部

１　林業再生の実現 実施期間 S50 ～

350千㎥ 437千㎥ 達成

○素材生産量　年間350千㎥

Ｈ26 H27
目標

H25末
（実績） 目標 成果 達成状況

600千㎥

合計 40,000 40,000


